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ロシア・ウクライナ戦争勃発後、西側有志諸国による大規模な対ロ制裁が発動され、ロシアの経済

成長率（GDP増減率）は2022年こそ1.2％のマイナスになったものの、2023年には3.6％のプラスを

記録した。現状では2024年を通じたロシアの経済成長率は3.9％ないし4.0％のプラスと見込まれお

り、好調さを維持している。本稿では、2024年のロシア経済を概観するとともに、その成長を支えて

いる要因を考察するとともに、それでもなお見え隠れするロシア経済の「脆弱性」を指摘し、2025年

を展望することとしたい。 

 

 

2022年２月24日のロシアによるウクライナ侵攻開始から、まもなく３年を迎えようとしている。ウクラ

イナ侵攻と同時に西側有志諸国による大規模な経済制裁が発動され、当初、ロシア経済は大きな

ダメージを被ると予想されていた。例えば、2022年５月時点でロシア経済発展省は同年のロシアの

GDP増減率を7.8％減、ロシア中央銀行は8.0～10.0％減、またIMFは8.5％減、世界銀行は8.9％

減と予測していた。 

だが、実際には、図表１にみるように、2022年のロシアのGDP増減率は、大方の予想に反して落

2024年のロシア経済と2025年の注目点  

はじめに 

１．2024年のロシア経済と好調の要因 
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